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■ 開会点鐘　■ ロータリーソング「我らの生業」斉唱

第23回（通算1301回）例会

会長あいさつ

　ユネスコの書き損じはがき
回収ボックスを先々週から例
会場に設置しております。今
日私は30枚ほど持参いたし
ましたので回収ボックスに入
れたいと思います。尚志学園
にある郡山ユネスコ協会の
事務局に送り、ユネスコの運

動に使われますので皆さんもご協力ください。
　3月10日から新しい切手が発売されます。消費税が4月
1日から8％に増税されてはがきは52円になるためです。
色々なDMなどが郵送されますが、郵便物を差し止めた
い時には朱書きで「受け取り拒否」としてサインをして投
函するという方法があります。

高縁　勝一　会長

パスト会長卓話

　しばらくぶりの卓話です。
私は昭和23年1月27日に
会津高田町、現在の会津
美里町に生まれ、高校1年
から郡山に来ました。日大
東北高校から日大電気科
に進み、ブラジルで技術者
の募集がありましたので行
こうかと思いましたが、ちょ

うど日本での採用が多くなりましたので沖電気系列の電話
会社に入社しました。いずれは脱サラして自分で店をやり
たいと思っておりましたのでレストランでアルバイトをしており
ました。東京八王子の大きな家具屋さんの屋上にあるレス
トランに修行に入ってしばらくおり、郡山に戻って日大の前に
開業しました。私の先祖は土佐出身ですので「レストラン土
佐」として、母が下宿をやっておりましたのでその一角を借
りました。当時は近くには食べ物屋さんがほとんどありませ
んでしたので土・日には行列ができました。6、7年が経ちまし
たら弁当屋さんができてきました。それらと勝負してはどうか
と思いまして、すでに父がやっていたセブンイレブンに切り
替えることにしました。
　セブン―イレブンは1927年にシカゴのサウスランド社が作
りました。最初は小売店でしたが、配達に行くと他の食材も
頼まれることから、色 な々食品を扱う便利なお店としてコン
ビニエンスストアを作りました。1964年にシカゴでケネディ大
統領が暗殺された頃からセブン―イレブンという形で広まり、
1973年に日本のイトーヨーカドーが契約し、1974年に東京に
1号店を作りました。その1年後には虎丸にテスト店としてオ
ープンしました。それ以来、順調に店舗数を増やし、その中
のひとつとして私の店もでき、あっという間に35年が経ちまし
た。当時はまだコンピュータが発達しておらず、電話回線で
バーコードを送って注文していました。分厚い本の中からバ
ーコードを選び出して送るという方法でした。当時はまだ弁
当や惣菜はほとんどなく、日用雑貨や飲み物などで、うちの
店のオープン時の売上は28万円でした。セブンイレブンが

株式上場することになり1,000株を買いました。値上がりして
毎年のように株式分割されましたので、少ない売上でした
がこれを売って助かりました。
　この35年の中で楽しいことや苦しいことがありましたが、
伊野勝彦さんと出会ったことが大きなことであったと感謝し
ております。当時、色 な々勉強会に誘われて自己啓発のソ
フトで勉強して講演会などもしました。これまで学んで来た
中から各店の売上向上の相談なども受けております。セブ
ン―イレブンは基本四原則を守り続けているだけで特別な
ことはしておりません。フレンドリーサービス（心のこもった幹
事の良い応対）、クリンネス（スカッとした幹事のお店にす
る）、品揃え（売筋商品を揃える）、鮮度管理（どこよりも新し
い商品を揃える）が基本四原則です。セブン―イレブンが
できて40年が経過し、国内に15,000店、世界には5万店が
あります。福島県は約400店舗になろうとしております。福島
県はできた時期が早かったこともあり店舗数も多く、全国か
らオーナーが見学に来ています。原発後も売上が高く、恵
方巻き・ギフト・クリスマス関連商品の売り上げがダントツで
す。お客様を大切にしてきた長い間の積み重ねが毎年の
売上を伸ばしてきた結果であると思います。セブン―イレブ
ンには3タイプあり、Ａタイプは自己資本、Ｃタイプは本部が
全てをセットアップして雇うものです。
　今日はセブン―プレミアムの「金の食パン」を皆さんに味
わっていただきたいと思い持
参いたしました。はちみつと生
クリームがたっぷり入った、もち
もちした食感のＣＭ等でも話
題の焼かなくてもおいしいパ
ンです。厳しい審査を経て
「金の」というおいしいＰＢ商
品が色々出ています。加工野
菜は飛ぶように売れています。
「金のハンバーグ」はパックをあければすぐにおいしく食べ
られて日持ちもします。バナナも人気商品です。フィリピンの
高地の気温の低い所で栽培しており、育ちが遅い分だけ
甘みがあってもちもちしています。ＰＢ商品は雑貨を含めて
まだ1割ほどですが、おいしくて粗利が取れるためにセブン
イレブンでは3割ほどに増やそうと考えているようです。
　ネットで欲しい商品を申し込むと、一番近い店から配送
するというメール配達が始まっています。うちではまだ5、6件

川島　忠　さん　第18代会長

ですが、日替わりの弁当や惣菜などなんでも取り扱っており
ます。店に取りに行けば配送料は無料ですし、配送料の
140円ですが本部と商品価格の中から店に支払われます。
街中の小さなお店がほとんどなくなってしまった中で、買い
物難民と言われる人たちが増えてきたことから、将来はメー
ル販売を売上の2割ほどにしたいとしてシステムを作ってい
ます。セブン―イレブンは時代の変化を一番の武器にして
います。流通の変化にも対応していかなければいけないと
考えております。ロータリーの中で皆さんと家族のように接し
てきて、元気なうちは続けていきたいと考えていますのでこ
れからもよろしくお願いしたいと思います。

幹事報告
例会変更
◎12/16(月)郡山北RC→6：30PM～
　年忘れ家族会（姑娘飯店）
◎12/16(月)福島グローバルRC→12/20(金)7：00PM～
　クリスマスパーティー（ニュータージマハル）
◎12/17(火)郡山東RC→6：30PM～
　Xmas家族会（ビューホテル）
◎12/17(火)郡山コスモスRC→6：30PM～
　クリスマス会（フルーツレストランAika）
◎12/18(水)郡山西北RC→12/21(土)6：00PM～
　クリスマス家族会（ビューホテルアネックス）
◎12/18(水)郡山アーバンRC→12/20(金)6：30PM～
　アーバンナイト　クリスマス会（エルマール）
◎12/19(木)郡山RC→6：00PM～
　クリスマス家族会（ビューホテルアネックス）
◎12/19(木)郡山南RC→6：30PM～
　クリスマス家族会（ホテルハマツ）

横田　三郎　副幹事
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会員数
30名

出席者数
17名

欠席者数
13名

出席率
56.67％

前回修正率
83.33％

前々回修正率
90.00％

■ 出席報告　　　　　　　　　鈴木　聡　出席委員長

■ 他クラブ出席者
◎12/7(土)地区ロータリー財団セミナー
　川名　修一さん　根本　良一さん

  ロータリー財団委員会報告　古山英夫ロータリー情報委員長
◎高縁　勝一さん（川島さん本日やよろしくお願いしますネ。）
◎伊野　勝彦さん（川島さんの卓話に期待して。）
◎伊藤　重幸さん（川島さん卓話楽しみです！）
　増渕　幸三さん・溝井　宇一さん・高橋　亮さん
　横田　三郎さん・森合　三郎さん・村上　秀元さん
　古山　英夫さん・慶徳　孝一さん・大川原利信さん

  米山記念奨学会委員会報告　大川原利信国際奉仕副委員長
◎高縁　勝一さん（川島さんのお話を楽しみにしております。）
　慶徳　孝一さん・平石　典生さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　鈴木　聡出席・スマイルＢＯＸ副委員長
◎村上　秀元さん（会員卓話を楽しみに。）
　矢吹　智喜さん・川島　　忠さん・小野塚昇一さん
　鈴木　聡さん

ー閉会点鐘

　しばらくぶりの卓話です。
私は昭和23年1月27日に
会津高田町、現在の会津
美里町に生まれ、高校1年
から郡山に来ました。日大
東北高校から日大電気科
に進み、ブラジルで技術者
の募集がありましたので行
こうかと思いましたが、ちょ

うど日本での採用が多くなりましたので沖電気系列の電話
会社に入社しました。いずれは脱サラして自分で店をやり
たいと思っておりましたのでレストランでアルバイトをしており
ました。東京八王子の大きな家具屋さんの屋上にあるレス
トランに修行に入ってしばらくおり、郡山に戻って日大の前に
開業しました。私の先祖は土佐出身ですので「レストラン土
佐」として、母が下宿をやっておりましたのでその一角を借
りました。当時は近くには食べ物屋さんがほとんどありませ
んでしたので土・日には行列ができました。6、7年が経ちまし
たら弁当屋さんができてきました。それらと勝負してはどうか
と思いまして、すでに父がやっていたセブンイレブンに切り
替えることにしました。
　セブン―イレブンは1927年にシカゴのサウスランド社が作
りました。最初は小売店でしたが、配達に行くと他の食材も
頼まれることから、色 な々食品を扱う便利なお店としてコン
ビニエンスストアを作りました。1964年にシカゴでケネディ大
統領が暗殺された頃からセブン―イレブンという形で広まり、
1973年に日本のイトーヨーカドーが契約し、1974年に東京に
1号店を作りました。その1年後には虎丸にテスト店としてオ
ープンしました。それ以来、順調に店舗数を増やし、その中
のひとつとして私の店もでき、あっという間に35年が経ちまし
た。当時はまだコンピュータが発達しておらず、電話回線で
バーコードを送って注文していました。分厚い本の中からバ
ーコードを選び出して送るという方法でした。当時はまだ弁
当や惣菜はほとんどなく、日用雑貨や飲み物などで、うちの
店のオープン時の売上は28万円でした。セブンイレブンが

株式上場することになり1,000株を買いました。値上がりして
毎年のように株式分割されましたので、少ない売上でした
がこれを売って助かりました。
　この35年の中で楽しいことや苦しいことがありましたが、
伊野勝彦さんと出会ったことが大きなことであったと感謝し
ております。当時、色 な々勉強会に誘われて自己啓発のソ
フトで勉強して講演会などもしました。これまで学んで来た
中から各店の売上向上の相談なども受けております。セブ
ン―イレブンは基本四原則を守り続けているだけで特別な
ことはしておりません。フレンドリーサービス（心のこもった幹
事の良い応対）、クリンネス（スカッとした幹事のお店にす
る）、品揃え（売筋商品を揃える）、鮮度管理（どこよりも新し
い商品を揃える）が基本四原則です。セブン―イレブンが
できて40年が経過し、国内に15,000店、世界には5万店が
あります。福島県は約400店舗になろうとしております。福島
県はできた時期が早かったこともあり店舗数も多く、全国か
らオーナーが見学に来ています。原発後も売上が高く、恵
方巻き・ギフト・クリスマス関連商品の売り上げがダントツで
す。お客様を大切にしてきた長い間の積み重ねが毎年の
売上を伸ばしてきた結果であると思います。セブン―イレブ
ンには3タイプあり、Ａタイプは自己資本、Ｃタイプは本部が
全てをセットアップして雇うものです。
　今日はセブン―プレミアムの「金の食パン」を皆さんに味
わっていただきたいと思い持
参いたしました。はちみつと生
クリームがたっぷり入った、もち
もちした食感のＣＭ等でも話
題の焼かなくてもおいしいパ
ンです。厳しい審査を経て
「金の」というおいしいＰＢ商
品が色々出ています。加工野
菜は飛ぶように売れています。
「金のハンバーグ」はパックをあければすぐにおいしく食べ
られて日持ちもします。バナナも人気商品です。フィリピンの
高地の気温の低い所で栽培しており、育ちが遅い分だけ
甘みがあってもちもちしています。ＰＢ商品は雑貨を含めて
まだ1割ほどですが、おいしくて粗利が取れるためにセブン
イレブンでは3割ほどに増やそうと考えているようです。
　ネットで欲しい商品を申し込むと、一番近い店から配送
するというメール配達が始まっています。うちではまだ5、6件

ですが、日替わりの弁当や惣菜などなんでも取り扱っており
ます。店に取りに行けば配送料は無料ですし、配送料の
140円ですが本部と商品価格の中から店に支払われます。
街中の小さなお店がほとんどなくなってしまった中で、買い
物難民と言われる人たちが増えてきたことから、将来はメー
ル販売を売上の2割ほどにしたいとしてシステムを作ってい
ます。セブン―イレブンは時代の変化を一番の武器にして
います。流通の変化にも対応していかなければいけないと
考えております。ロータリーの中で皆さんと家族のように接し
てきて、元気なうちは続けていきたいと考えていますのでこ
れからもよろしくお願いしたいと思います。


